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満足度を測定する包括的で代表的な尺度の一つである The Communication Satisfaction 











































＊  Downs & Hazen（1977）では、上記 40項目に加え、「職務満足度」、「過去 6か月のコミュニケーション
満足度の変化」、「コミュニケーション満足改善のための提案」が尋ねられる
2.　「コミュニケーション能力」測定尺度の検討
　本章では、Downs, DeWine & Greembaum（2004）を参考に、組織コミュニケーション研究
で被引用頻度の高い代表的なコミュニケーション能力尺度① Communicative Competence Scale
（Wiemann, 1977）、② Interaction Involvement Scale（Cegala, 1981）、③ Communicator 
Competence Questionnaire（Monge, Backman, Dillard, & Eisenerg, 1982）を対象に、その概
要を検討する。
① Communicative Competence Scale（CCS）（Wiemann, 1977）
　Communicative Competence Scale（以下、CCS）は「コミュニケーション能力」（節度を保
ちながら状況に応じて対人関係構築の目的を達成する能力）を計測するために開発され、古典的
な研究とされる（Downs, DeWine & Greembaum, 2004）。5側面（相互作用マネジメント
（interaction management）、共感的理解（empathy）、協力・支援（affiliation/support）、行動









































＊（CCQ）は Communicator Competence Questionnaire（Monge et al, 1982）に採用された項目
















































出所：Monge, Backman, Dillard, & Eisenerg（1982）より筆者作成
＊（CCS）は Communicative Competence Scale（Wiemann, 1977）と同一項目を示す
3.　考察
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